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羽津地区社会福祉協議会広幸鱈β

12月12日（土）羽津地区連合自主防災会

ヘリコプターの爆音や、救急車、パトカーのサイレンが鳴り響く中、霞コンビナートの東ソ

ー空き地で、大規模な県総合防災訓練が実施されました。

今年度は、伊勢湾台風から50年にあたり、四日市市と三重郡3町のほか、県下約80の

防災関係機関が参加し、倒壊家屋からの救出や毒性高圧ガスの漏洩拡散防止など、高度な防災

技術を駆使した訓練が、本番さながらに次々と実施されました。

羽津地区からも150人が水防工法、応急手当て、初期消火などの訓練に全員参加し、今後、

大規模災害が発生した場合の初期対応の大切さを実感しました。

11月3日（祝）羽津中学校PTA

羽津中学校の創立30周年記念式典が行われ、同窓

会会長や初代校長先生からは、創立当時の中学校の

様子を聞くことができました。

また、生徒から募ったポスター優秀者の表彰のほか

卒業生のMACKさんの歌と、KUN卜KENさんの

津軽三味線で、式典に華を添えて頂きました。



9月13日（日）環境・交通安全部

長身で丸顔、24時間、365日、街角に

立ち続け、交通安全活動に励むカーブミラ

ー。その日頃の活動に感謝し、心をこめて磨

きました。軽トラックに脚立と清掃用異を積

み込み、各班、担当エリアのカーブミラーを、

地区内の交通事故「ゼロ」を願いながら、

2時間かけてきれいにしました。

皆さん、見通しの悪い交差点では、カーブ

ミラーを有効に活用し、安全運転、安全歩行

をお願いします。

10月4日（日）

NPO法人緑の会羽津

絶好の運動会日和に恵まれ、

多くの参加者で広い羽津小学校

の運動場も一杯になりました。

和気あいあいの中で熱戦が

繰り広げられ、中でも町別リレ

ー、玉入れでは各自治会の工夫

をこらした応援でおおいに盛り

上がりました。

小さな子どもから年配者まで

二コ二コと楽しさいっぱいの

一日でした。

公園内の23の植物を

チェックポイントに設定し

た、ウオークラリーを実施

しました。

与えられた地図を片手に

植物を探しながら観察し、設

定タイムまでにコールする

競技でした。

参加者及びスタッフ総勢

43名が秋晴れのもと、勉強

と健康と世代間の交流を楽

しみました。

診　　10月18日（日）
健康推進部



10月31日（土）

11月1日（田）文化部

∴′・れ・・よ′包
今回は去年を大きく上回る83名の万

が参加され、午前中はリズムメイトによ

る演奏で、童謡と昔なつかしい演歌を歌

って楽しみました。

お昼は「ふれあいの会」の皆さんが

作ってくれた、味ごはんにみんな大喜び

でした。午後か＼らは羽津出身の演歌歌手、

高山邦子さんの歌で大いに盛り上がって

いました。

来年も元気に参加して下さいね。

初日は、書道・手芸・子どもの作品・

サークルの研究発表などが展示され、

2日目は、いろいろな演技が舞台で披露

されました。特に子どもの演技の時は

カメラのシャッター書が鳴り続けていま

した。お茶席・子どもの免許証・森の

工作室のコーナーも大人気でした。

外の会場は、模擬店が並び、どこも

行列ができるほどの大盛況！

まさに地区こぞっての文化祭で、一日

中多くの人で賑わっていました。

12月6日（日）

青少年育成協議会

あおぞら号とJ R東海道線を乗り継ぎ、

総勢250名でラグーナ蒲郡へ行ってき

ました。

当日はとても天気が良く、絶好の行楽

日和でした。園内は比較的すいていて、

子とも達は遊園地、大人はショッピング

と、それぞれが思い思いの電車旅行を楽

しみました。



戯 帥 β富　　　 「社会を明るくする運動」で、全国約1 9 万2干点の中か
　 けいだ
朋 変 ．£ん桝依才ど ら優秀賞に選ばれました。「受賞作は非行や犯罪をなくす方法

「、翠 姐． 羞孟夏農芸芸話芸諾誓諾芸警し、

当会は、平成21年2月、地区の将来のまらづく

りの方向を提案していく「まらづくり構想」を策定

することを目的に誕生しました。これまでに、3回

のまち歩きを行い、まらを点検しました。

等後は、皆さんのご協力を得ながら、地区の課題

をさまざまな分野から検討し、構想をまとめ上げて

いきます。また、この構想を市の都市計画マスター

プランにも反映させていきたいと考えています。


